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Narke japonicaニ 於 ケ ルRectaldruseノ 發 生 學 的 研 究

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任八木田教授)

坪 井 義 晴

[昭 和17年7月20日 受 稿]

第1章 緒 論

脊 椎 動 物 殊 ニ鳥類 以 上 ニ於 テ,小 腸 ト大 腸 トノ

堺 ニ一 種 ノ腸 管 ノ憩 室 又 ハ 腺様 突 起 物 ヲ生 ジ,夙

ニ之 ヲBlinddarmト 稱 ヘ ラ レ,其 ノ組 織 學 的

竝 ニ比 較解 剖學 的 業 蹟 ハ,古 今 東 西汗 牛 モ啻 ナ ラ

ザ ル状 態 ナ リ.然 ル ニ之 ガ發生 學 的,形 態學 的方

面 ノ研 究 ニ至 リテハ 寥 々,余 寡 聞 ニ シテ土 屋 ノ鳥

類 殊 ニGallns domesticus Linne', Columba

domestica及 ビMeleagris gallopavoニ 於 ケル

檢 索 ノ外 之 ヲ知 ラズ.

而 シ テ 魚類 殊 ニ 軟 骨 魚 類 中板 鰓 類 ノ指 状 突 起

Appendix digitiformisニ 就 テハHelen L, M

Pixellガ 其 ノ形態 及 ビ生 理 ニ關 シ テ述 べ,其 ノ部

位,形 態,血 液 供 給 ノ點 ヨ リシ テ,高 等動 物 ノ蟲

樣 垂 ニ似 テ居 ル トイ ヒ,指 状突 起 ノ名 稱 ハRectal

glandト 稱 スル方 ガ遙 ニ通 俗 性 ア リ トイヘ リ.然

ル ニ之 ガ發 生學 的研 究 ハ未 ダナ シ.依 テ余 ハ 此所

謂Rectaldruseノ 所 有 者 タル 軟骨 魚 類 中Narke

japonicaノ 夫 レ ニ 就 テ發 生學 的 形態 學 的 研 究 ヲ

行 ヒ,聊 カ所 期 ノ 目的 ヲ達 シ タル ヲ以 テ,之 ガ報

告 ヲ行 ヒ先 輩 諸 土 ノ御 吃正 ヲ仰 ガ ン トスル モ ノナ

リ.

第2章 材 料 及 ビ 研 究 方 法

當 教 室所 藏,一 部 大 澤 ノ採 集 追 加 シ タルNarke

japonicaノ 標 本 ヲ材 料 トシ テ研 究 シ タ リ.材 料 ノ

固定 ハFormol及 ビZenker氏 液,染 色 ハBorax-

Carmin又 ハEosin-HaematoxylinノStuckfar-

bung,包 埋 ハParaffin 10-20μ ノ厚 サ ニ横 斷,

連 續 切片 トナ シ タル モノ ヲ使 用 セ リ.之 等標 本 中

ヨ リ本 研 究 ニ必 要 ナル9階 梯 ヲ選 ビ,其 ノ胎 兒 ノ

發 育 ノ順序 ニ依 リテ詳 細 ニ鏡 檢 シ,立 體 的概 念 ヲ

得 ル タ メニ必 要 部 分 ヲEdinger氏Zeichen-Ap-

paratニ 依 リ50-100倍 ニ擴 大描 寫 シ0.5-1.0mm

ノ厚 サ ノ蝋 板 ニ複 寫 シ,Born-Peter氏 法 ニ ヨ リ

重 積 シ複 製 模 型 ヲ造 リ,彼 此 對稱 觀 察 シ正確 ヲ期

シ タ リ.

第3章 各 階梯ニ於ケルRectaldruseノ

観察

第1階 梯 胎兒記號Nr. 11體 長19mm

原節數39

Rectaldruseノ 發 生状 態

Rectaldruseハ 第19原 節 ノ初 ノ 高 サ ニ於 テ腸

管 ノ右 側,少 シク 背方 ニ腸 管 ノ憩 室状 ヲ呈 シテ其

ノ頭 端 ノ斷 面 ヲ表 ハ ス.夫 レヨ リ10μ 尾方 ニ於 テ

背 側管 腔 ノ頭 端 斷 面 ヲ表 ハ シ,腹 側管 腔 ト合 シ テ

其 ノ斷 面 恰 モL字 形 ヲナ ス.次 第 ニ尾 方 ニ降 ル ニ

從 ヒ憩室ハ膨大シ背腹2箇 ノ管腔 ニ分 レ,背 側部

ハ160μ ノ頭尾徑ヲ有シ尾端ハ盲端ニ終ル.腹 側

部ハ次第ニ腹尾内方ニ向ヒ憩 ノ把柄部ニ移行ス.

憩 室 全 體 ハ結 締 織 ノ被膜 ニ ヨ リ覆 ハ レ,内 ニ大小

無數ノ圓形細胞 ヲ藏ス.管 腔上皮ハ略ボ腸管上皮

ニ延似シ重曹圓柱上皮ヨリ成リ,其 ノ外側ハ基礎
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膜 ヨ リ蔽 ハ レタ リ.重 層 圓 柱 上皮 ノ 内層 ノモ ノ ハ

遠 心 性 ニ核 存 在 シテ 内側 ハ 明 ル ク見 ユ.小 皮 縁 ハ

認 メ難 シ.第19原 節 ノ終 リノ高 サ ニ於 テ ハ 腸 管

腔 ハ狹小 トナ リ,Rectaldruseハ 把 柄 部 トシテ半

月 状 ノ斷 面 ヲ表 ハ ス.把 柄 部 ハ 尚 ホ 尾方 ニ行 ケ バ

三 日 月形 ノ斷 面 ヲ呈 シ,左 側 ノ腸 管腔 ハ擴 大 ス ル

ニ至 ル(第1圖 参 照).策20原 節 ノ中程 ニ至 レバ

把 柄 部 ノ管腔 ハ鎌 状 ノ横 斷 面 ヲ呈 シ,腸 管 ニ近接

Fig. 1.胎 兒Nr. 11.第19原 節 ノ高 サ ニ於 ケル横 斷 切 片

(Obj.-10, Ok.-7, Kl.-30)

Fig. 2. 模 型 圖(100×1/2縮 寫)

Rectaldruse

スル ニ至 リ脊 索 ノ腹 方 正 中線 上 ニ於 テ左 右 相 對性

ニ梨子 状 形 ノ斷 面 ヲ呈 スル2箇 ノ器 官 ヲ見 ル ニ至

ル.既 ニシ テ第20原 節 ノ終,第21原 節 ノ初 ノ位

置 ニ至 レバ此 兩 管腔 ハ相 交 通 スル ニ至 ル.此 部 位

ハ中 腸 ガ終 腸 ニ移行 セ ル直 後 ニシ テ終 腸 ノ背 頭 端

壁 ニ開 口 スル モ ノ ナ リ.其 ノ開 口部 ノ頭 尾徑 ハ40μ

ナ リ.憩 室 ノ末 端 即 チRectaldruseノ 尾端 ハ尚 ホ

實質性ニ腸管ノ右側背端 ニ暫ク存在シテ終ル.腺

全體 ノ頭尾徑460μ,腺 管腔ノ頭尾徑370μ ナ リ.

之 ヲ模型 ニ就テ見ルニ,終 腸管壁ノ右側背端ニ

シテ頭端 ニ近ク憩室状ニ頭尾ニ扁平ナル小管 ヲ以

テ把柄部 トシテ初マリ,腸 管軸 ト略ボ直角ニ背方

ニ延ビ,直 チニ彎曲シテ背頭右側ニ向ヒ腹側部 ヲ

形成シテ次第ニ管腔 ヲ増シ,腸 管開口部ヨリ垂線

的頭尾徑約460μ 頭方ニ於テ(之 ハ實測)背 側部

ヲ形成シテ,腹 側部ノ背頭方 ヨリ背右尾測ニ向ツ

テ強ク屈曲シ蛇頭状扁平嚢 ヲ形成シテ終ル.腹 側

部 ト背側部 トノ間ニハ溝 ヲ生ジ外觀上明瞭ナリ.

第2階 梯 胎兒 記號Nr. 1體 長19.6mm

原 節數40

Rectaldruseノ 發 生 状 態

本 階梯 ニ於 テ ハRectaldruseハ 尚 ホ腸 管 ノ憩 室

状 ヲ呈 シ,號25原 節 ヨ リ第27原 節 ノ間 ニ 在 リ.
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Rectldruseノ 頭 端 ノ斷 面 ヲ切片 ニ就 テ見 ル ニ,脊

索 ノ腹 方 正 中 線 上腹 腔 中 ニ小 圓 形 ノ管 腔 ヲ有 スル

腸 管上 皮 ハ,重 層 圓柱 上皮 ニ シテ,核 ハ圓 形,紡

錘 形,橢 圓 形 ヲ呈 シ,周 圍 ハ厚 キ筋 層 ヨ リ成 ル小

腸 管 ヲ見 ル.小 腸 ノ右 側 少 シ ク背方 ニ小 圓形 ヲ呈

スル細 胞 塊 ハ即 チRectaldruseノ 頭 端 ナ リ.管

腔 上皮 ハ大 體 小 腸 管 上皮 ニ酷 似 シ2層 ノ圓柱 上 皮

ヨ リ成 ル.管 腔 ハ背 腹徑 長 ク左 右 徑 短 ク ナ レ リ.

切 片 ヲ尾方 ニ追 求 ス レ バ小 腸 管 腔 ハ次 第 ニ 狹 ク

Rectaldruseノ 管 腔 ハ 右 側方 ニ分 枝 シ入 字 形 ヲ呈

ス.其 ノ分 枝 部 ハRectaldruseノ 頂點 ヨ リ80μ

尾 方 ニ ア リ.

Fig. 3.胎 兒Nr. 1. Rectaldruseノ 頭 端 ニ近 キ 横 斷 切 片

(Odj-10, Ok.-7, Kl.-30)

Fig. 4. 模型 圖(100×1/2縮 寫)

Rectaldruse

尾 方 ニ到 ル ニ 從 ヒ腸 管 腔 ハ 次 第 ニ狹小 トナ リ

Rektaldruse(以 下R.D.ト 略 ス)ハ 次 第 ニ膨 大 ト

ナ リ管 腔 増 大 シ,其 ノ長 軸 ハ右 背 方 ヨ リ,左 内腹

方 ニ斜 走 ス.而 シ テ尚 ホ 尾方 ニ赴 ク ニ從 ヒテ管 腔

ハ半 月状 トナ リ,其 ノ上皮 ハ重 層 圓 柱 上 皮 ニ シテ

細 胞 核 ハ 次 第 ニ遠 心 性 トナ ル傾 向 ヲ有 スル ニ

至 ル.外 側ハ 基礎 膜 ヨ リ被 包 セ ラル.小 腸 管

ハ― 旦 管 腔 ヲ縮 小 ス レ ドモ次 第 ニ又 増 大 スル

ヲ見 ル.コ レ小 腸 ヨ リ大 腸 ニ移 行 スル 部 分 ニ

シ テ,上 皮 ハ 多層 圓 柱 上 皮 ヨ リ成 リ,其 ノ斷

而ハ紡錘形,橢 圓形,圓 形等多樣ノ形態 ヲト

リ,核 モ 同樣 ニ種 々 ナル形 ヲ呈 ス.R.D.モ 次

第 ニ巴状 ノ管 腔 ノ斷 面 ヲ現 ス ニ至 リ遂 ニ背 側

部 ノ不正橢圓形 ト腹側部ノ半月状ノ左右徑長

キ斷 面 ヲ表 ハ ス2部 分 ニ分 ル ル ニ至 ル.第26原

節ノ部ニ於 テハ背側部ハ腺體増大シ腹側部ハ其ノ

附 屬 物 ノ觀 ヲ呈 ス ル ニ至 ル.コ レ腹 側 部 ハ 次第 ニ

把 柄 部 ニ移 行 シ其 ノ管 腔 モ縮 小 スル ヲ以 テナ リ.

第26原 節 ノ終 リニ於 テハ背側部ハ次第ニ腺體ヲ
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縮 小 シ管 腔 モ 狹小 ナ リ盲 端 ニ終 り,把 柄 部 ハ其 ノ

斷 面次 第 ニ半 月 状,橢 圓 形 トナ リ遂 ニ大 腸 壁 ノ右

側 背 方 ニ到 リ腸 管 ノ外壁 ト接 着 シ大腸 管 ノ頭端 ニ

開 口 スル ニ至 ル.背 側 部 ノ頭 尾 徑 ハ200μ 背 側 部

尾端 ヨ リ把 柄 部 ノ腸 管 ニ開 口 スル迄 ノ垂 線 的頭 尾

徑 ハ約60μ 把 柄 部 開口 部 ノ頭 尾徑 ハ70μ ナ リ.

此 開 口部 ノ尾端 ヨ リR.D.頭 端 迄 ノ垂 線 的 頭 尾徑

ハ460μ ナ リ.

模型ニ就テ見ルニ,大 腸頭端右背側部 ヨリ發生

セ ルR.D.ハ 先 ヅ把柄 部 ヲ生 ジ背 右 側 ニ赴 キ,彎

曲 シテ 腹 側部 トナ リ頭 方 ニ向 ヒ,次 第 ニ腸 管 軸 ト

離 レテ其 ノ背外右頭方 ニ延ビ,管 腔 ヲ増大シテ急

ニ鋭 角 ヲ以 テ屈 曲 シ背 側 部 ニ移 行 シ,折 重 リタル

ガ如ク腹側部ノ背外側ヲ蛇頭状ノ扁平嚢 トナリテ

尾方 ニ下 リ盲嚢 状 ニ終 ル.背 側部 ト腹 側部 トノ間

ニハ深 キ溝 ヲ有 シ一 見 兩者 ハ 區 別 シ得.腹 側 部 ノ

頭 端 ハ 圓 蓋状 ニ腹 頭方 ニ膨 出 ス.

第3階 梯 胎兒 記 號Nr. 2體 長22.3mm

原節數42

Rektaldruseノ 發 生 状態

R.D.ノ 頂 點 ニ於 ケル 斷 面 ヲ切 片 ニ就 テ 見ル ニ,

腸 管 ハ 脊索 ノ腹 方 正 中 線 上,體 腔 ノ略 ボ 中央 ニ圓

形 ヲ呈 シ,内 腔 ハ略 ボ三 角 形 ヲ呈 シ,頂 點 ヲ背 方

ニ向 ケ底 邊 ヲ左 側 腹 方 ニ向 ケ タル形 態 ヲナ シ,其

ノ 上 皮 ハ 多 層 圓柱 上皮 ナ レ ド モ 斷 面 ハ 大 小 紡 錘

形,圓 形,橢 圓 形 等 ヲ呈 シ,核 モ 多樣 ナ リ.周 圍

ノ筋 層 ハ ヨク發 育 ス.R.D.ハ 腸 管 ノ右 側 少 シ ク背

方 ニ其 ノ頭 端 斷 面 ヲ有 ス.本 階 梯 ニ於 テハR.D.

ハ腸 管 ノDivertikel状 ナ ル事 ヲ放 擲 シ テ胞 状 管 状

集合腺ノ像 ヲ呈シ,其 ノ斷面ニ於テ無數 ノ胞管腺

系統 ヲ表 ハ ス.腺 上皮 ハ單 層 圓 柱 上 皮 ニ シ テ,核

ハ遠 心性 ニ排 列 ス.前 階 梯 ニ於 ケ ル背 側部,腹 側

部,把 柄 部 ノ管 腔 ハ,本 階 梯 ニ於 テハ排 泄 管 トナ

リテ役 立 チ,此 排 泄 管 ハ 分枝 シ テ集 合 管 トナ リ,

分泌管 トナ リ,其 ノ末端ハ胞管状腺ニ迄分化發達

セ ル モ ノ ナ リ.此 排 泄 管 上皮 ハ 前 述 ノ如 ク重 層 圓

柱 上皮 ニ シ テ其 ノ核 ハ遠 心性 ニ排 列 セ リ.切 片 ヲ

尾方ニ進ムレバ腹側部ノ排泄管ノ背側部ノ夫 レニ

移 行 スル部 ニ至 ル.

Fig. 5.胎 兒Nr. 3. Spiraldarm尾 方 ノ 横 斷 切 片

(Obj.-10, Ok.-7, Kl.-30)
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Fig. 6. 模 型 圖(100×1/2縮 寫)

Rectaldruse

此 斷面 ニ於 ケルR.D.ハ 略 ボ 圓形 ヲ呈 シ排 泄 管

ハ 「ヒ トデ」ノ如 キ星 芒 状 ヲ呈 シ,其 ノ 周圍 ニ ハ胞

管 腺 系統 ノ斷 面 ヲ示 ス.既 ニ シ テ尚 ホ 尾方 ニ至 レ

バ 背 側 部 ハ次 第 ニ縮 小 消失 シ テ排 泄 管 ハ盲 端 ニ終

リ,腹 側 部 ノ ミ多邊 形 ノ排 泄 管 ノ斷 面 ヲ示 シ周 ニ

胞 管 腺 系統 ヲ附隨 ス.尚 ホ 尾方 ニ至 レバ,排 泄 管

ハ半 月状 トナ リ,紡 錘 形 トナ リ周 ニ胞 管 腺 ヲ附隨

ス レ ドモ,遂 ニ周 ノ胞 管 腺 ヲ消失 シ テ圓 形 ノ單管

状 ノ斷 面 ヲ呈 スル ニ至 リ,次 第 ニ腸 管 ニ接 近 シ來

リ把 柄 部 ニ移 行 ス.把 柄 部 ハ 右 側背 頭 方 ヨ リ大腸

管壁 ノ背 右 側 頭 端 ニ移 動 シ,管 腔 斷 面 ハ小 圓 形 ヲ

呈 シ,遂 ニ腸 管 ニ開 口 ス開 口部 ノ頭 尾徑20μ ナ リ.

此 部 位 ハ第25原 節 ノ高 サ ニ相 當 ス.R.D.ノ 頭 尾

徑 ハ 開 口部 迄580μ 把 柄 部 ノ頭 尾 徑120μ ナ リ.

此 處 ニ於 テ余 ハR.D.ヲ 把 柄部,腹 側 部,背 側

ノ3部 分 ニ區 別 シ テ 記述 セ ル理 由 ヲ説 明 セ ン ト

ス.即 チ前2階 梯 ニ於 テ ハ腸 管 ノDiwertipelト

シ テ先 ヅ大 腸 ノ頭 端 背 右 側 壁 ノAusbuchtungニ

ヨ リ背 右 側 ニ出 デ,次 デ彎 曲 シ テ背 頭 右 側 ニ延 ビ

管 腔 ヲ増 シ,次 デ急 遽 屈 曲 シテ背 頭 右 側 ヨ リ腹 尾

内 側 ニ蛇 頭 状 ニ管 腔 ヲ膨 出 シテ盲 端 ニ終 ル ニ止 マ

レ ドモ,本 階梯 ニ於 テハ 全 ク趣 ヲ異 ニ シ腺 體 ト化

シ タ リ.即 チ 大腸 管 壁 ヨ リ出 デ タル時 ハ比 較 的 管

腔 狹 クナ リ彎 曲 シテ背 頭 方 ニ延 ビル ニ及 ビ胞 管 腺

系統 ヲ附 隨 セ リ,而 シ テ蛇 頭 状 ヲ呈 スル部 分 ハ益

益 膨 出 シテ胞 管 腺 系 統 ヲ附 隨 シ葡 萄房 状

ヲ呈 シ テ腹 側部 ノ腺 ト其 ノ壁 ヲ接 着 スル

ニ至 レ リ.而 シ テ外 觀 状 モ鏡 檢 上 モ腹 背

兩組 織 ハ 區 別 シ得 ル 状態 ニア リ.依 テ之

ヲ背 側部 及ゼ 腹 側 部 ト,腺 ヲ有 セ ザ ル部

分 ヲ把 柄 部 ト假 稱 セ リ.

即 チ本 階梯 ニ於 テ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,

大 腸 ノ頭端 背 側壁 右 側 ヨ リ發 生 セ ル把 柄

部 ハ圓 管 状 ヲナ シテ腸 管 軸 ト略 ボ90° ノ

角 度 ヲナ シ背頭 方 ニ向 ヒ,暫 ク ニ シテ管

腔 ヲ増 大 シ テ背 頭 右 側 ニ伸 展 ス.此 處 ニ

於 テ把 柄 部 ハ 腹 側 部 ノ腺 體 ニ移 行 シ周 圍

ニ泡 状 ニ多 數 ノ腺 ヲ附 着 シ テ頭方 ニ延 ビ腺 體 ハ膨

隆 ス.一 旦 頭 方 ニ伸展 シ タル腹 側 部 ハ 急速 ニ屈 曲

シテ腹 側 部 ニ折 重 ル ガ 如 ク周 ニ 多數 ノ腺 ヲ附 隨 シ

テ蛇 頭状 ニ腹 尾 内方 ニ下 降 シテ盲 嚢 状 ニ終 ル.腹

側 部 ト背 側部 ノ間 ニハ 深 キ溝 ア リテ兩 者 ハ劃 然 タ

リ.腺 全 體 ハ翻 花 状 ヲ呈 ス.

第4階 梯 胎 兒 記 號Nr. 4 體 長25.5mm

原 節数45

Rektaldruseノ 發生 状 態

切片 ニ就 テ見 ル ニ,R.D.ノ 頂 點 ハSpirrldarm

/3廻 轉 目 ノ斷 面 ノ右 側 少 シク腹 方 ニア リ.胞 管

状 集 合 腺 ノ像 ヲ呈 シ,腺 ハ 骰 子 形 又 ハ紡 錘 形 ヲ有

ィル單 層 ノ上皮 ヨ リ成 リ,分 泌 管 ハ 單 層圓 柱 上皮

ヨ リ成 リ,共 ニ核 ハ遠 心 性 ニ排 列 ス.集 合 管,排

泄 管 ニ近 ヅ ク ニ及 ビ腸 管 上皮 ト同樣 重 層 圓 柱 上皮

トナル.Spiraldarmノ 上 皮 ハ排 泄 管 ノ上 皮 ノ造

構 ヲ示 セ ドモ(重 層圓 柱 上 皮)小 腸 ノ末 端 ニ至 レバ

圓 柱 上 皮 ヨ リ成 レル絨 毛 ヲ以 テ腸 管 腔 ヲ滿 スニ至

ル.切 片 ヲ尾 方 ニ進 ム レバ腺 體 ハ膨 大 シ,集 合 管

ハ管 腔 ヲ増 大 シ腺 ノ中 心部 ヲ通 過 ス.

尾方 ニ下 ル ニ從 ヒ腺 體 ハSpiraldarmノ 右側 腹

方 ニ膨 隆 肥 大 シ腺 ノ發 達 益 々著 明 ニ,集 合 管 ハ次

第 ニ合 併 シ テ大 ナ ル管 腔 ヲ有 ス ル ニ至 ル.既 ニシ

テ把 柄 部 ニ至 レバ,單 一 ノ管 状 トナ リ,恰 モ 腸 管

ノ如 キ觀 ヲ呈 シ テ背 方 ヨ リ腸 管軸 ニ對 シ テ 直 角 ニ
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Fig. 7.胎 兒Nr. 4.把 柄 部 横 斷 切 片

(Obi.-10, Ok.-7, Kl.-30)

Fig. 8. 模型 圖(100×1/2縮 寫)

之 ト交 叉 シ開 口 ィ ル ニ至 ル.此 開 口部 ハ第29原

節 ノ部 位 ニシ テ 開 口部 ノ頭 尾徑100μ ナ リ.R.D.

ハ略 ボ圓錐 體 ヲ背 腹 ノ方 向 ニ壓 平 セ ラ レ タル状 ヲ

呈 シ,背 側部 ハ腹 側 部 ヨ リモ大 ニ シ テ盲 端 ハ背 側

ヨ リ右腹 方 ニ捻 轉 セ ル 觀 ア リ.腺 體 ノ垂 線 的 頭 尾

徑 ハ520μ ア リ.把 柄 部 ハ比 較 的短 大 ニシ テ管 腔

ハ其 ノ斷 面橢 圓形 ヲ呈 ス.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,腸 管 殊 ニ大 腸 ノ頭 端 背

壁 ヨ リ挺 出 セル 把 柄 部 ハ 腸管 長 軸 ニ對 シテ直 角 ニ

交 ハ ル.一 旦 背 方 ニ向 ヘ ル把 柄 部 ハ 暫 ク ニ シテ背

頭右方 ニ向ヒ多クノ腺管 ヲ附隨シテ膨

大シ其ノ頭端 ニ於テ屈曲シ(此 部ハ腹

側部)背 側部ニ移行シ腹側部ノ背右側

方 ヲ尾方ニ下リ把柄部 ハ右側尾方ニ迄

膨 隆 シ盲 端 ニ終 ル.腹 側部 ト背 側 部 ト

ノ間 ニハ構 ヲ見 レ ドモ全 體 トシ テハ 葡

萄 ノ房 ノ如 ク,背 腹 ノ方 向 ニ扁 平 ナル

尖 端 ヲ頭 方 ニ向 ケ タル 圓錐 體 状 ヲ呈 ス

R.D.ハ 本 階 梯 ニ於 テ 腺 系 統 益 々分 枝

發 達 シ外 觀 上 ヨ リモ腺 トシ テ ノ形 態 ヲ

備 ヘ タル モ ノ ト云 フベ シ.

第5階 梯 胎 兒 記號Nr. 7體 長26.3mm

原 節 數47

Rektaldruseノ 發 生 状 態

R.D.ヲSpiraldarmノ 根部 ノ斷 面 ニ於 テ見 ル

ニ,脊 索 ノ腹 方 正 中線 ノ右 側 ニ略 ボ橢 圓形 ノ2層

ノ圓 柱 上皮 ヨ リ成 レル 斷 面 ヲ有 スル腹 側部 ノ幹 線

排 泄 管 ヲ見 ル.其 ノ周 ニハ 胞 管 腺 系統 ヲ附隨 シ,

其 ノ右 側 ニ背 側部 ノ,斜 背 腹 ニ長 徑 ヲ有 スル幹 線

排 泄 管 及 ビ其 ノ周 邊 ニ無 數 ノ胞 管 腺 系統 ヲ附 隨 セ

ル橢 圓 形 ノ排 泄管 ヲ見 ル.胞 管 腺 系統 ハ 單層 骰 子
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形又 ハ圓 桂 上 皮 ニ シテ核 ハ 總 テ遠 心 性 ニ排 列 シ中

心 ハhellニ 見 ユ.R.D.ノ 左 側 ニ栗 實 状 ノ大 ナ ル

管腔 ヲ有 ス ルSpiraldarm根 部 ノ斷 面 ヲ見 ル.上

皮 ハ腸 固有 ノ多 層 圓桂 上皮 ヨ リ成 リ,其 ノ周 ハ ヨ

ク 發 育 セ ル筋 層 ヨ リ蔽 ハ ル.此 部 分 ヨ リ頭 方 ハ所

謂Spiraldarmニ シ テ頭 方 ニ向 テ廻 旋 ス.R.D.ノ

頭 端 ハ3廻 旋 目 ノ頭 端 ノ高 サ迄 達 ス.Spiraldarm

根 部 ノ斷 面 以下 ハ背 側部 ハ,コ レヨ リ60μ 尾方 ニ

於テ管腔 ヲ失 ヒ,腹 側部ハ其ノ幹線排泄管腔 ヲ増

大 シツツ次第ニ左腹方 ニ移動シ,一 旦絨毛ノタメ

殆 ド管腔 ノ餘裕 ヲ有セザル小腸管ガ再ビ管腔増大

シ,次 第 ニ左側 方 コ リ腹 内右 側 方 ニ彎 曲移 動 セル

大 腸 ノ初 部 ニ,右 側背 方 ヨ リ略 ボ直 角 ニ接 着 開 口

メル ニ至 ル.開 口部 ノ頭 尾徑 ハ60μ ナ リ.此 部 位

ハ 第29原 節 ノ高 サ ニ相 當 ス.

Fig. 9.胎 見Nr. 7. Spiraldarm末 端 横 斷 切 片

(Obj.-5, Ok.-7, Kl.-30)

Fig. 10.模 型 圖(100×1/2縮 寫)
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切 片 ニ就 テ見 ル ニ開 口部 尾端 ヨ リ腺 體 ニ到 ル迄

ノ距 離 ハ160μ(垂 線 的頭 尾徑)ナ リ.腹 側部 ノ尾

端 ヨ リ腺 ノ頂 點迄 ノ垂 線 的頭 尾 徑 ハ約600μ 頂

點 ヨ リ 背 側部 ノ 排 泄 管 ノ分 枝 部 迄 ハ200μ 分枝

部 ヨ リ背 側部 排 泄 管 ノ盲 端 迄200μ ノ頭 尾徑 ヲ有

ス.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,小 腸 ハSpiraldarmノ

根 部 ニ於 テ彎 曲 シテ腹 内 右 側 尾方 ニ走 リ少 シ ク狭

窄 セ ラ レテ大 腸 ニ移 行 ス.R.D.ハ 其 ノ把 柄 部 ヲ以

テ大腸 ノ長 軸 ニ略 ボ直 角 ニ大 腸 頭 端 ノ背 側壁 ヨ リ

發生 シ,斜 背 頭 右 側 ニ延 長 シ,暫 ク ニシ テ多 ク ノ

胞管 状 腺 系統 ノ泡 状 ニ密 生 セル腹 側部 ニ移 行 シ,

次 第 ニ斜 背頭 方 ニ發 達 シテSpiraldarmニ 近接 ス

ル ニ至 ル.背 腹 徑 ハ 左 右 徑 ヨ リ長 ク,即 チ扁 平 嚢

状 ヲ呈 ス.Spirsldarmノ3囘 目 ノ頭 端 ノ高 サ ニ

至 レバ背 側部 ハ屈 曲 シ テ腹 側 部 ノ背 右 側 ニ接 着 シ

テ尾方 ニ下垂 ス.而 シテ之 ヲ外 方 ヨ リ觀 レバ泡 状

ノ腺 體 ハ腺 系 統 ニ圍繞 セ ラ レテ蛇頭 状 ナ リシ背 側

部 ハ想 像 スル ニ止 リ,唯 背 腹 兩部 ハ溝 ニ ヨ リテ區

別 セ ラル ル ノ ミ トナ レ リ.

第6階 梯 胎 兒 記 號Nr. 9體 長29mm

原 節 數51

Rektaldruseノ 發 生 状 態

切 片 ニ就 テ見 ル ニ,R.D.ノ 頂點 ハSpiralbarm

ノ5廻 轉 目ノ右 側迄 發 育 伸展 シ泡状 ノ胞 管 腺 系 統

ヲ密 生 シ,中 心 部 ハ 排泄 管 通過 シ腹 尾 内 方 ニ走 ル.

腺 ノ斷面 ハ略 ボ 橢 圓 形 ヲ造 リ,胞 管 腺 ノ上 皮 ハ 單

層,骰 子 形.圓 形 乃至 橢 圓形 ノ大 ナ ル 核 ヲ有 シ遠

心 性 ニ排 列 ス.時 ニ杯 状 細 胞 ノ状 ヲ呈 スル細 胞 ヲ

混 在 ス ル ヲ見 ル.R.D.ハ 尾方 ニ至 ル ニ 從 ヒ益 々膨

隆 發 育 シ,Spiraldarin3廻 轉 目 ノ尾端 ノ高 サ ニ至

レバ略 ボ 脊索 ノ腹 方 正 中線 上 ニ橢 圓 形 ノ斷 面 ヲ表

ハ シ,背 側部 ハ大 ニ シ テ,背 方 ヨリ腹 側 部 ヲ包 ム

ガ如 キ状 態 ニ存 在シ,中 心 部 ニ數 箇 ノ排 泄 管 ノ斷

面 ヲ表 ハ ス.組 織 全體 ハ背 腹 兩 部 共 ニ線組 織 トナ

リ,無 數 ノ胞 管 腺 系統 ノ斷 面 ヲ表 ハ ス.R.D.ハ

Spiraldarm根 部 ノ高 サ ニ於 テ最 モ ヨク發 育 シ,

夫 レ ヨ リ急速 度 ニ斜 腹 尾左 方 ニ走 リ次 第 ニ容 積 ヲ

減 ジ,小 腸 管 末 端 部 ノ斷 面 ノ高 サニ 至 レハ,圖 ノ

如 ク脊 索 ノ腹 側正 中線 上 ニハR.D.ノ 腹 側 部 ノ斷

Fig. 11.胎 見Nr. 9.把 柄 部 横 斷 切 片

(Obj.-5, Ok.-7, Kl.-30)
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Fig. 12.模 型 圖(100×1/2縮 寫)

面 ア リテ其 ノ排 泄 管 ハ左 側 端 ニア リ.不 正 多 邊 形

ニシ テ上 皮 ハ2層 ノ圓 柱 上 皮 ヨ リ成 リ,核 ハ 圓形

又 ハ橢 圓 形 ニ シテ比 較 的大 ニ遠 心性 ニ排 列 ス.分

泌管 モ2層 ノ圓柱 上皮 ヨ リ成 ル.其 ノ周 圍 及 ビ右

側 ニ ハ胞 管 腺 系統 ノ腺 組 織 及 ビ結 締 組 織 ア リテ右

側 腹 方 ニ膨 隆 シ,腺 全 體 ノ斷 面 ハ横 楕 圓 形 ヲ呈 ス.

R.D.ノ 左 側 ニ ハ 略 ボ繭 形 ヲ呈 スル 斷 面 ヲ有 ス ル

小 腸 尾端 部 ア リ.内 腔 上 皮 ハ 多層 圓 柱 上 皮 ヨ リ成

リ絨 毛 状 ヲ呈 シテ 凹 凸 スル ヲ以 テ 間隙 ハ僅 ニ シテ

直線 状 ヲナ シ其 ノ右 方 ニ腸 管 ノ斜 斷 面 ヲ表 ハ ス.

上皮 ノ周 ニハ 厚 キ筋 層 ア リ.尚 ホ 切 片 ヲ尾 方 ニ追

求 ス レバR.D.ハ 把 柄 部 ニ移 行 シ小 腸 管 ハ管 腔 ヲ

擴 大 シ テ大 腸 ニ移 行 ス.把 柄 部 ハ 斷 面 ニ ヨ リテ星

芒 状,楕 圓 形,不 正 三 角 形 等 ヲ呈 スル排 泄 管 ノ ミ

トナ リ,次 第 ニ管腔 ヲ縮 小 シ腹 内 尾 方 ニ移 動 シ,

左 側 小 腸 管 ノ末 端 ヨ リ腹 内 尾方 ニ彎 曲 シ テ移 動 シ

來 レル 大 腸 ニ,其 ノ背 頭方 ヨ リ略 ボ大 腸 長 軸 ニ對

シテ略 ボ直 角 ニ接 着 開 口 ス.開 口部 頭 尾徑60μ ナ

リ.此 部 位 ハ第29原 節 ノ高 サ ニ相 當 ス.把 柄 部 ノ

垂 線 的 頭 尾徑 ハ160μ 腺 全體 ノ頭 尾徑 ハ440μ ナ

リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,大 腸 頭 端 背 側 壁 ヨ リ發

生 セ ル把 柄 部 ハ腸 管 長 軸 ニ略 ボ直 角 ニ出 デ,背 右

頭 方 ニ次 第 ニ管 壁 ヲ増 大 シ ツ ツ伸 ビSpiraldarm

ノ末端 ノ高 サ ニ於 テ急 ニ放 射 状 ニ腺 状 組織 ヲ附隨

シテ發 育膨 隆 シ腹 側 部 トナ リSpiraldarmノ 右 側

ニ擴 大 ス.第5廻 轉 目ノ右 側腹 端 ノ高 ザ ニ至 レバ

背 側部 ニ移 行 シ再 ビ腹 側 部 ノ背 方 ヲ尾方 ニ 向 ツテ

折 重 レル 如 キ姿 ニ テ下 降 シ腺 體 ヲ増 大 シ テ盲端 ニ

終 ル.背 側 部 ト腹 側部 トノ間 ニハ 溝 ヲ生 ジ外見 上

ヨ リモ區 別 シ得.腺 ノ頭 端 ハ腹 側 部 ヨ リ背 側 部 ヘ

ノ移 行部 ニ シ テ腺 體 ハ縮 小 シ圓 蓋 状 ニ突 隆 ス.

第7階 梯 胎 見 記號Nr. 8體 長30.0mm

Rektaldruseノ 發 生状 態

切 片 ニ就 テ見 ル ニ,R.D.ノ 頂 點 ハ 脊 索 ノ 腹方

正 中線 ノ右 方Spiraldarmノ 斷 面 ノ右 側 ニ ア リ.

Spiraldarmハ5廻 轉 シ左 腹 尾 方 ニ移動 ス.R.D.

ハ 次 第 ニ腺 體 ヲ擴 大 シ腹 尾方 ニ下 降 ス.腺 體 ノ斷

面 ハ 略 ボ 圓形 ヲ呈 シ胞 管 腺 系統 ヲ包 藏 ス.而 シテ

頂點 ヨ リ160μ 尾方 ニ於 ケル斷 面 ニ於 テハ 腹 側右

方 ニ偏 シテ背 側 部 ノ排 泄 管 ノ斷 面 ヲ見 ル.腹 側部

ハ 其 ノ内 側腹 方 ニ接 着 シ テ存 在 シ未 ダ排 泄管 ヲ表

ハ サズ.頂 點 ヨ リ180μ 尾方 ニ於 テ初 メテ腹 側部

ノ右 側背 方 ニ 卵 圓形 ノ排 泄 管 ノ斷 面 ヲ表 ハ シ,

200μ 尾方 ノ部 ニ於 テ ハ 背 側部 ノ排 泄 管 ハ腹 側部

ノ夫 レニ 合流 スル ニ至 ル.而 シ テ背 側部 ハ爾後 次

第 ニ腺體 縮 小 シ遂 ニ消失 ス レ ドモ腹 側 部 ハ次 第 ニ

ヨク發 育 シ腹 尾方 ニ下 降 シ彎 曲 シ テ腹 内尾方 ニ移

動 シ.排 泄 管 モ其 ノ斷 面半 月形,不 正 橢 圓形,紡

錐 形,星 芒 形,瓢 箪 形 等 ヲ呈 シ略 ボ 圓筒 形 ノ腺體

ノ中心 ヲ走 ル.排 泄 管 ノ周 圍 ニハ葡 萄 房 状 ノ胞 管

腺 系統 ヲ附 隨 ス.Spiraldarmハ5廻 轉 シ次 第 ニ

左 側 ニ移 動 シ其 ノ根 部 ヨ リ右 腹 尾方 ニ彎 曲 シテ小

管 トナ リ小 腸 ノ末 端 ニ移 行 ス.此 部 ハ 圖 ニ見 ル ガ
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Fig. 13.胎 兒Nr. 8. Rectaldruse尾 端 ノ横 斷 切 片

(Obj.-5, Ok.-7, Kl.-30)

Fig. 14.模 型 圖(100×1/2縮 寫)

如 ク脊 索 ノ腹 方 正 中線 上 腸 間膜 ニ接 續 スル長 橢 圓

形 ノ斷 面 ヲ呈 スル ハR.D.ニ シ テ,其 ノ中 央 少 シ

ク左方 ニ偏 シ テ地 圖状 ノ空 間 ヲ呈 スルハ 腹 側 部 ノ

中央 ヲ流 ルル 排 泄 管 ノ斷 面 ニ シ テ,上 皮 ハ 單 層 乃

至2層 ノ圓柱 上 皮 ヨ リ成 リ,核 ハ 紡錘 形,橢 圓形

又 ハ圓 形 ニ シテ遠 心 性 ニ存 在 ス.排 泄 管 ノ周 ニハ

無 數 ノ分 泌 管及 ビ腺 ノ斷 面 ア リテ分 泌 管 ハ 多 ク ハ

單 層圓 柱 上 皮 ヨ リ成 リ,腺 ハ 骰子 形 又 ハ圓 柱 上皮

ノ單層 ヨ リ成 リ,核 ハ大 小 圓 形 又 ハ橢 圓形 時 ニ紡

錘 形 ヲ呈 シ遠 心 性 ニ存 在 ス.腸 管 ハR.D.ノ 左方

ニアリ.不 正圓形 ヲ呈シ中央ハ多層圓柱上皮ヨリ

成ル絨毛 ヲ有スル爲管腔ノ間隙 ヲ強擴大ニ依ラザ

レバ認 メ難シ,カ クシテ腺體ハ次第ニ縮小シツツ

左腹尾方ニ移動シ遂ニ把柄部ニ移行 ス.把 柄部ハ

排泄管ノ斷面橢圓形 ヲ呈シ,重 層圓柱上皮ヨリ成

リ核ハ大小不同ノ圓形,橢 圓形又ハ紡錐形 ヲ呈 ス.

把柄部ハ小腸末端 ヨリ移動セル大腸 ノ背頭端壁ニ

其 ノ長 軸 ニ對 シ テ直 角 トナ ル樣 接 着 開 口 ス.此 部

ハ 第29原 節 ノ高 サ ニ相 當 シ,開 口部 ノ頭 尾 徑60μ

ナ リ.把 柄 部 ハ垂 線 的 頭 尾 徑 約140μ,背 腹 側 部 腺

107



1412 坪 井 義 晴

體 ノ垂 線 的 頭 尾徑 約640μ ナ リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,大 腸 ノ頭 端 背壁 ニ近 ク

發 生 セルR.D.ハ 先 ヅ把 柄部 ヲ生 ジ背 頭 外方 ニ延

ビ葡 萄 状 ノ胞 管 腺 系統 ヲ附 隨 シテ腹 側部 トナ リ彎

曲 シ テ背 頭 方 ヨ リ斜 右 側背 方 ニ伸展 シ彎 曲 シ テ頭

背 方 ニ向 ヒ背 側部 トナ リ,Spiraldarmノ 高 サ ニ

於 テ屈 曲 シ テ背方 ニ曲 リ,再 ビ尾外 腹 方 ニ下 降 シ

テ 盲嚢 状 ニ終 ル.背 側部 ト腹 側 部 トハ溝 ニ ヨ リ區

別 シ得.

第8階 梯 胎兒 記 號Nr. 20體 長50.0mm

Rektaldruseノ 發 生 状態

本 階梯 ニ於 ケルSpiradarmハ 腹 腔 ノ左 端 ヨ リ

右 方 ニ向 ツテ,其 ノ略 ボ1/3ノ 容 積 ヲ占領 シ,R.D,

ハ 脊 索 ノ腹方 正 中線 ニ於 テSyiraldarmノ 背 方 ニ

位シ,其 ノ背側壁頭端ハ腸廻轉部ノ根部ノ横斷面

ノ高 サ ニア リ.尾 方 ニ至 ル ニ從 ヒ次 第 ニ腺體 ヲ増

大 シ頂 點 ヨ リ約160μ 尾方 ニ於 テ背 側 部 ノ腹 方 少

シク 左 側 ニ偏 シ テ腹 側 部 ノ頭 端 ヲ表 ハ ス.背 腹 兩

側 部 ハ合 體 シ居 レ ドモ 各排 泄 管 ハ 其 ノ中心 ヲ通 過

ス.腺 體 ハ増 大 シ ツ ツ尾方 ニ下 降 シ,其 ノ斷 面 ハ

横 橢 圓形 ヲ呈 シ,背 右 側 ニ背 側 部,腹 左 側 ニ腹 側

部 ヲ見 ル.R.D.ノ 頭 端 ヨ リ約380μ 尾 方 ニ於 ケ ル

横 斷 面 ヲ切 片 ニ就 テ見 ル ニ,脊 索 ノ腹 方 正 中線 上

ニ横 橢 圓 形 ノ斷 面 ヲ有 シ,2箇 ノ大 ナ ル 管腔 ヲ有

スル ヲ見 ル.右 側 ノ不 正4邊 形 ヲ呈 スル ハ其 ノ背

側部 ノ排 泄 管 ニ シ テ,左 側星 芒 状 ノモ ノハ腹 側 部

ノ排 泄 管 ナ リ.排 泄 管 ノ上皮 ハ單 層或 ハ2層 ノ圓

柱 上 皮 又 ハ骰 子 形 上 皮 ニシ テ核 ハ 圓 形 又 ハ紡 錘 形

ヲ呈 ス.其 ノ周 園 ニハ單 層 ノ圓 柱 上皮 ヨ リ成 レル

分 泌 管及 ビ單 層 骰 子 形 上皮 ヨ リ成 レル 腺 ノ多數 ヲ

附 隨 ス.腺 組 織 ノ周 ハ結 締 織 ヨ リ成 レル 被膜 ニ テ

蔽 ハ ル.R.D.ノ 左 側腹 腔 内 ノー 隅 ニハ 橢 圓形 ヲ

呈 セル腸 管 ノ斷 面 ア リ.内 腔 ハ強 擴 大 ニ依 ラザ レ

バ 窺 ヒ知 レズ.其 ノ形 状 葉 脈 状 ニ シテ 上皮 ハR.D.

ノ排 泄 管 ノ上皮 ニ酷 似 シ絨 毛 ヲ形 成 シ腸 管腔 ヲ充

填 ス.腸 管 ノ筋 層 ハ ヨク發 育 ス.既 ニ シ テ背腹 兩

部 ハ 排泄 管 ヲ合流 セ シ メ小 腸 管 ヨ リ大 腸 管 ニ移 行

セ ル 初 部 ニ於 テ 大 腸管 ノ長 軸 ニ殆 ド直 角 ニ接 着 開

口 スル ニ至 ル.其 ノ開 口部 ノ頭 尾徑 ハ80μ ナ リ.

腹 背 兩部 排 泄 管 ノ合 流 セ シ後 ハ背 側部 ハ急 ニR.D.

Fig. 15.胎 兒Nr. 20. Rectaldruse中 央 横 斷 面 切 片

(Obj.-5, Ok.-7, Kl.-19)
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ノ右 側背 方 ニ於 テ腺 體

ヲ縮 小 シ,腹 側部 ハ 腹

方 ヨ リ左 側 ニカ ケ テ存

在 ス レ ドモ次 第 ニ腺體

ヲ縮 小 シテ排 泄 管 ノ合

流 部 ヨリ約300μ ニ シ

テ消 失 ス.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル

ニSpiraldarmノ 根 部

ヨ リ彎 曲 シ テ右 側 ニ向

ヘ ル小 腸 ハ 急 ニ管 腔 ヲ

増 大 シ テ大 腸 ノ初 部 ニ

移行 ス.此 大腸 初 部 ノ

背頭 端 壁 ヨ リ其 ノ長 軸

ニ直 角 ニ交 叉 シ テ發 生

セ ルR.D.ノ 把 柄部 ハ

細 莖 ヲ以 テ背 頭 方 ニ延

ビ,右 側頭 背 方 ニ彎 曲

シ テ腹 側部 ニ移 行 シ,

多 ク ノ胞管 腺 系 統 ヲ附

隨 シテ倍 々膨 大 シ テ其

ノ頭端 ハSyfraldarm

ノ右 側端 ニ近 ク其 ノ背

方 ニ迄 達 シ,背 側部 ニ

移 行 シ,腹 側 部 ヨ リモ

約2倍 ニ膨 大 シ,腹 側

部 ノ背 右 側 頭端 ヨ リ尾

背端 ヲ經 テ腹 側部 ノ 尾

端 迄 達 シ發 達 セ ル腺 體

ヲ形 成 ス.背 腹 兩腺 體

ハ密 着 シ外 觀 上 少 シク

背 腹 ニ扁 平 ナ ル卵 圓 形

嚢 状 ヲ呈 ス.背 側 ヨ リ

見 レバ,背 側 部 ト腹 側

部 トノ境 界 ニハ 溝 ヲ形

成 ス.コ レ ヨ リR.D.ハ

全 ク定 型 的 ノ腺 ヲ形 成

セ ル ヲ見 ル.

F
i
g

.
 16

.
 模
型
圖

背

面

觀
 (

5

0

×1
/

1縮
寫)
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第4章 総 括 竝 ニ 考 按

從 來Appendices pyloricaニ 就 テ ハ 低 級 ノ動

物 ヨ リ高 等 ノ動 物 ニ至 ル迄,ア ラ ユ ル 方 面 ヨ リ比

較 解 剖 學 的 ニ詳 細 ナ ル 研 究 ア リ.然 ル ニFinger-

formige Druse又 ハGlandula digitiformis

(Leydig)ニ 就 テ ハ 其 ノ 記 載 尠 シ.先 ヅAmphioxus

ニ於 テ ハ 其 ノ記 載 ナ ク,Fischartige Wirbeltiere

中Myxinoiden, Petromyzoten, Holocephalen

ニ 於 テ モ 之 ニ 關 スル 記 載 ナ シ.Leydigニ 依 レ バ

多 ク ノ 場 合Haifisch中Echinorhinus, Natida-

niden及 ビRochenノ 殆 ド全 部 ハFingerformige

Drusenヲ 大 腸 ノ 背 頭 端 ニ 發 生 シ,初 メ排 泄 管 ヲ

以 テ 背 頭 方 ニHandschuhfingerartigニ 腸 壁 膨

出 シ テ 生 ジ,中 心 部 ハ 分 枝 セ ル 管 状 腺 ヨ リ 成 リ,

終 ノ部 分 ハ 腺 ヲ有 セ ズ ト云 ヘ リ.Rochen中Raja

ニ 就 テHowes, Croftsハ 此 腺 ノ 生 理 的 意 義 ニ 關

シ テ 研 究 シ,Sekretヲ 大 腸 ニ送 ル 事 ヲ以 テ 其 ノ 目

的 トナ セ リ.Gegenbauer & CroftsハAcanthias

ニ 就 テ,JakobshagenハCar charias, Crofts,

HowesハHeptanchusニ 就 テ 夫 々 ノ検 索 ア リ.

Dipnoerニ 於 テ モ,大 腸 ノ背 頭 端 ニGl. digiti-

formisニ 似 タ ルBlindsackノ 附 隨 セ ル コ トハ 認

メ ラ レ タ リ.JacobshagenハLepidosirenニ 於

テ 大 腸 ノ肛 門 ノ近 傍 デ 背 壁 ニBlindsackヲ 見 タ

レ ドモ 腺 ヲ包 藏 セ ズ.Hyrtlハ 之 ヲHarnblase

ナ ラ ン ト云 ヘ リ.Ganoi-denニ 於 テ ハ,大 腸 ハ

直 腸 ト化 シ,唯Gl. digitiformisニ 依 テ ノ ミ小 腸

ト堺 セ ラ ル.此 事 ハSelachierニ 於 テ モ 同 ジ デ ア

ル トHyrtl (1854)ハ 云 ツ テ 居 ル.併 シ 餘 リ大 腸

ニ於 テ ハ 研 究 サ レ テ 居 ナ イ.唯 大 腸 ノ 頭 方 ニ於 テ

Coecumヲ 造 ル 事 ガ 認 メ ラ レ テ 居 ル.Teleosteer

ニ於 テ ハ 大 腸 ノ 背 頭 端 ニEnddarm-Coecaヲ 造 リ

Kostaneckiハ 發 生 學 的 ニGl. digitiformisア ル

事 ヲ認 メ,其 ノ 或 種 ノ モ ノ ニ 於 テ,小 腸 ニ 近 達 ス

ルBlindsackラ 形 成 ス ト イ ヘ リ.

Landwirbeltiere中Amphibienニ 於 テ,其 ノ

Urodelen及 ビAnurenニ 於 テ ハCuvier, Jie-

demann, Joh, Muller, Carus, Owen, Wieder-

sheim, Hallerニ ヨ リテAmphibieublinddarm

ト稱 セ ラ レ,大 腸 ノ頭部 ニ於 ケ ル壁 ノAusbuch-

tungヲ 説 明 セ リ.Jacobshagenハ 其 ノ成 因 ニ

就 テ,比 較 的Snddarm長 キ爲 ニ機 械 的 ニ生 ズル

Blindsackデ ア ル ト云 ヘ リ.CostaneckiハPipa

ニ於 テ,大 腸 ノ頭 端 ニ於 テ,左 右2箇 相 對 性 ニ ア

ル コ トヲ認 メタ リ.Leptilienニ 於 テ ハKostane-

cki, Meckelニ ヨ リテBlindsackガ 證 明 サ レ,且

成 立 ニ關 シ假 説 ガ述 ベ ラ レテ居 ル.Blinddarmハ

Fittkeニ 依 レパCortis u. SspsハEnddarmノ

構 造 ト同樣 デSolitarfollikel存 在 シ末 端 ニハ 之 ナ

シ トイヘ リ.Vogel以 上 ノ動 物 ニ就 テ ハ記 載 ヲ省

略 ス.

扨 テ本 研 究 ノNarke japonicaノ 動 物 學 的 位置

ハGanoidenトTeleosteerト ノ間Selachierニ

屬 シ,其 ノRectaldruseハ 大 腸 ノ背 頭 端 ヨ リ發 生

シ,初 メハ 腸 管 ノ憩 室 トシ テ發 生 シ,次 第 ニ胞 管

腺 ニ分 化 發 達 シ所 謂Gl. digitiformisヲ 完 成 ス.

緒 論 ニ於 テ述 ベ シ如 クHelen L.M. Pixellノ 板

鰓 類 ノAppendix digitiformisノ 形 態 及 ビ生理 ニ

就 テ ト題 スル 論 文 ニ依 レバ,元 來 此語 ハSanfelice

ニ ヨ リテ用 ヒ ラ レ,後Howegニ ヨ リテ用 ヒ ラ レ

タル モ ノ ニ シテPixellモ 此 語 ヲ用 ヒ ン ト欲 スル

モ,此 腺 ハ"Rectalgland"ナ ル 名稱 一層 普 通 エ

用 ヒ ラル ル所 ナ リ ト述 ベ タ リ.故 ニ本 論文 ニ於 テ

モ"Rectaldruse"ト シテ記 述 セ リ.Pixellハ

Scyllium caviculaニ 於 ケルAppendix digiti-

formisノ 研究 ニ於 テ,此 腺 ノ受 ク ル血 管 系 統 ハ,

脊髓 大 動 脈 ノ支脈,前 部 腸 間膜 動 脈 ヨ リ供給 セ ラ

ル ル ガ故 ニ他 ノ高等 動 物 ニ於 ケル 蟲 樣 垂 ニ類 似 ノ

モ ノ ト斷 ジ タ リ.Narke jayonicaニ 於 ケルRe-

ctaldruseモ 終 腸 ノ頭 端 ニ アル 事,腺 ヲ形 成 スル

事 及 ビ形 態 學 的 ニ鳥 類 ニ於 テハ 相 對性 ニ有對 ニ發

生 ス トハ 云 ヘ他 ノ 高等 動 物 ニ於 テハ 無 對 ニ小 腸 ヨ

リ大 腸 ニ移 行 セ ン トス ル大 腸 頭 端 ニ初 メ憩 室 状 ヲ

呈 シ テ發 生 スル 蟲 樣 垂 ニ匹 敵 スベ キ モ ノ ナ ラ ンカ
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以 下 各階 梯 ニ於 ケ ル所 見 ヲ總 括摘 記 ス レバ 第1

階梯Nr. 11體 長19.0mm原 節數39ノ 胎 兒 ニ於

ケルRnctaldruseハ 第21原 節 ノ高 サ ニ於 テ大 腸

ノ 頭端,其 ノ背右 側 壁 ヨ リ腸 管 ノ憩 室 トシ テ發 生

シ扁 平 ナル小 管状 ノ把 柄部 ニ連 ル.把 柄 部 ハ次 第

ニ管腔 ヲ増 大 シ右 側 背 頭方 ニ延 ビ 第19原 節 ノ終

リノ 高 サ ニ至 レバ再 ビ腹 内 尾方 ニ下 向 シ,管 腔 ヲ

倍 々増 大 シ蛇 頭 状 扁 平 嚢状 トナ リ遂 ニ盲 嚢 状 ニ終

ル.管 腔 上皮 ハ終 腸 ノ上 皮 ニ酷 似 シ初 メ2層 ノ圓

柱 上 皮 ヨ リ成 レ ドモ 盲嚢 部 ニ至 レバ單 層 ノ所 モ ア

リ.把 柄部 ヨ リ頭方 ニ向 ヘル 部分 ヲ腹 側 部 ト假稱

ス レバ,腹 側 部 ノ頭端 ヨ リ尾 方 ニ 屈 曲セ ル 部 分 ハ

背 側 部 ト稱 ス ベ キナ リ.腹 側 部 ト背 側 部 トノ間 ニ

ハ深 キ溝 ア リ.腺 全體 ノ頭 尾徑460μ ア リ.第2

階 梯Nr. 1體 長19.6mm原 節數40ニ 於 テ ハ憩 室

ナル事 前 階 梯 ト同樣 ナ リ.R.D.ハ 第25原 節 ヨ リ

第27原 節 ノ間 ニア リ.唯 腹 側部 及 ビ背 側 部 ハ益 々

ヨク發 育 シ背 側部 ノ頭 尾徑200μ ア リ,腺 全 體 ト

シテ ハ460μ ヲ算 ス.第3階 梯Nr. 3體 長22.3mm

原節數42ニ 於 テハ腸管ノ憩室状ナル事 ヲ一擲シ

テ腹側部,背 側部共ニ腺樣ニ發育ス.即 チ憩室ノ

管腔タリシモノハ腸管上皮ノ構造ヲ呈 ストハ云ヘ

排泄管 トシテ役立ツニ至ル.腹 側部,背 側部共ニ

排泄管ノ周圍ハ胞状管腺系統 ヲ附隨シテ腺組織 ヲ

形成シ膨隆スルニ至ル.腺 上皮ハ單層圓柱上皮又

ハ骰子形上皮ニシテ核ハ比較的大キク大小圓形ヲ

呈シ遠心性ニ排列ス.排 泄管ハ重曹圓柱上皮ナレ

ドモ内層ハ其ノ核大小圓形又ハ紡錘形 ヲ呈シ遠心

性ニ排列ス.本 階梯ニ於テR.D.ハ 第25原 節 ノ高

サニ於テ大腸頭端,其 ノ背右側端壁 ヨリ發生シ,

細管状ノ把柄部ハ背頭右側方 ニ伸展シ腺樣 ニ分化

セル腹側部ニ移行シ頭方ニ延長 ス.腹 側部 ン頭端

ニ於テ腺體ハ急速ニ屈曲シテ腹尾内方 ニ向ヒ蛇頭

状ノ背側部ニ移行シ周圍ハ泡状ニ分化セル腺質ヲ

附屬シテ盲嚢状ニ終ル.腹 側部 ト背側部 トノ間ニ

ハ溝 ヲ生ズ.腺 ノ頭尾徑ハ580μ 把柄部ノ頭尾徑

ハ120μ ナ リ.

第4階 梯Nr. 4體 長25.5mm原 節 數45ニ 於 テハ

前 階梯 ノ分 化發 達 セ ル1階 梯 ヲ示 シ,腺 全 體 ハ 葡

萄 房 状 ヲ示 シ頭 端 ハ小 サク 尾端 ハ大 ニ略 ボ圓 錐 體

樣 ヲ示 シ,把 柄 部 ノ管 壁 比較 的増 大 セ リ.腺 ハ 斜

ニ發 育 セ ル ヲ以 テ其 ノ垂 線 的直 徑 ハ520μ ナ リ.

腹 側 部 ト背 側 部 ト ノ 間 ニ溝 ヲ生 ゼ ル コ トハ 前 階

梯 ト同樣 ナ リ.第5階 梯Nr. 7體 長26.3mm原

節 數47ハ 前 階 梯 ヨ リ尚 ホ ヨク發 育 シ タ ル 状 ヲ呈

シ,把 柄部ハ第29原 節ノ高サ ヨ リ發生シ頭端ハ

Spiraldarmノ 第3廻 轉 目 ノ頭 端 ノ高 サ ニ達 ス.

把 柄 部 ノ垂 線 的 頭 尾徑 ハ160μ 腹 側 部 ノ尾端 ヨ リ

腺 ノ頂點 迄 ノ垂 線 的 頭 尾徑 ハ 約600μ ナ リ.其 ノ

他 前 階 梯 ヨ リ發育 分 化 セル 以外 著 シキ變 化 ヲ認 メ

ズ.第6階 梯Nr. 9體 長29mm原 節數51ニ 於

ケル 把 柄 部 ノ附着 部 ハ 第29原 節 ノ 高 サ ニ相 當 シ,

把 柄 部 ハ垂 線 的頭 尾徑 約160μ 腺 全體 ノ頭 尾 徑 ハ

440μ ニ シ テ腺 全體 ハ頭 尾徑 ヨ リ モ左 右 徑 ヲ増 加

シ來 レル傾 向 ア リ.第7梯 梯Nr. 8體 長30.0mm

ノ胎兒ニ於 テハ把柄部ノ發生部位ハ第29原 節ノ

高サニシテ夫 レヨリ右側背頭方ニ發育シSpilal-

darmハ 第5廻 轉 目ノ右側方迄伸展 シ,把 柄部ノ

頭尾徑ハ垂線的ニ約140μ 腺體部ノ垂線的頭尾徑

ハ約640μ ナ リ.本 階梯ニ於テモ頭尾徑ヨリモ横

徑 ヲ増 加 セ リ.第8階 梯Nr. 20體 長50.0mmノ

胎兒 ニ於 テハ 全 ク腺 トシ テ ノ形 態,内 容 ヲ完 成 セ

リ.即 チ把 柄 部 ハEnddarmノ 頭 端 背 壁 ヨ リ腸 管

軸 ニ對 シ テ略 ボ直 角 ニ背 頭 方 少 シ ク右 側 ニ偏 シ テ

伸展 シ 間 モ ナ ク腹 側部 ニ移 行 シ テ腺 體 ヲ膨 隆 シ ツ

ツ背 頭 右 方 ニ發育 シSpiraldarmノ 背方 ニ至 ル .

Spiraldarm根 部 ノ横 斷 面 ノ高 サ ニ至 レバ 腹 側 部

ハ背 側部 ニ移行 シ,屈 曲 シ テ腹 側 部 ノ背 右 側 ヨ リ

腹 尾 内側 方 ニ膨 隆 發 育 シ,腹 側 部 ノ約2倍 大 トナ

リ膨 隆 シ テ盲 端 ニ終 ル.腺 全體 トシ テ ハ少 シ ク背
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腹 ニ扁平 ナ ル 卵圓 形 ヲ呈 シ腹 側 部 ト背 側 部 トノ堺

ニ ハ淺 キ溝 ヲ有 シ一 見 兩 部 ヲ區 別 ス.組 織 的 ニ腺

全 體 ハ全 ク胞 管腺 系統 ニテ滿 サ レ,排 泄 管 ハ2層

或 ハ單 層 ノ圓柱 上皮 ヨ リ成 リ或 ハ時 ニ骰子 形 ノ上

皮 ニテ蔽 ハ ル ル コ トア リ.核 ハ圓 形 又 ハ紡 錘 形 ヲ

呈 スル コ トア リ.其 ノ周 ニハ 單層 ノ圓 柱 上皮 ヨ リ

成 レル分 泌 管 又 ハ集 合 管 ヲ,又 其 ノ周 ニハ單 層 骰

子 形 上皮 ヨ リ成 レル腺 ノ多 數 ヲ附隨 ス.腺 組 織 ノ

周 圍 ハ結 締 織 ノ被 膜 ニテ蔽 ハ ル.之 ヲ以 テ見 ル ニ

R.D.ハ 本 階 梯 ニ於 テ全 ク定 型 的 ナ ル 腺 ヲ形 成 セ

ル ヲ認 ム.

第5章 結 論

前 章 ノ記 述 ニ ヨ リ結 論 スル事 次 ノ如 シ.

1) Narke japonicsニ 於 テ ハRectaldruseハ

長 徑19.0mm原 節數39ノ 胎 兒 ニ於 テ終 腸 ノ憩室

トシ テ發 生 ス.

2) 長 徑19.0mm原 節數39ノ 胎 兒 ニ發 生 セル

Rectaldruseハ 把 柄 部,腹 側部,背 側 部 ヲ形 態學

的 ニ區 別 シ得.

3) 切 メ終腸 ノ憩 室 トシ テ發生 シ タルRectal-

druseハ 長 徑22.3mm原 節 數42ノ 胎兒 ニ 於 テ初

メテ,其 ノ腹 側 部,背 側 部 ニ於 テ腺組 織 ヲ 形 成 セ

ル ヲ認 メタ リ.

4) 體 長50.0mmノ 胎 兒 ニ於テ ハSpiraldarm

ノ 背側 少 シ ク尾 方 ニ位 シ卵圓 形 ヲ呈 シ腺 ノ完 成 セ

ラレタルヲ認ム.

5) 把柄部ハ終腸 ノ長軸 ニ對シ常ニ直角 ニ接着

開口セルヲ認ム.

6) 腹 側部 ト背側部 トハ常ニ其ノ間ニ溝 ヲ生ジ

兩者 ヲ識別シ得.

稿 ヲ終ルニ臨ミ恩師敷波名誉教授ノ御指導

竝ニ御校閲ヲ深謝シ併セテ金津助教授ノ御助

言 ヲ感謝ス.
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 Aus dem Anatomischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama 
 (Vorstand: Prof. Dr. Y. Yagita).

Genetische Studien uber die Rectaldruse

 bei der Narke japonica. 

          Von 

 Yoshiharu Tsuboi. 

 Eingegangen am 20. Juli 1942.

  Die Untersuchungsergebnisse lassen sich kurz folgendermassen zusammenfassen: 

 1) Bei der Narke japonica tritt die Rectaldruse bei einem Embryo von 19,0mm 

 Lange mit 39 Segmenten als ein Ventrikel des Enddarmes in die Erscheinung. 

 2) An der Rectaldruse, welche bei einem Embryo von 19,0mm Lange mit 39 Seg-

 menten entsteht, lassen sich morphologisch Griffteil, Ventralteil und Dorsalteil unter-

 scheiden. 

 3) Die Rectaldruse, die anfangs als ein Ventrikel des Enddarmes auftirtt, bildet sich 

 bei einem Embryo von 22,3mm Lange mit 42 Segmenten zum erstenmal zu einem Drusen-

 gebilde. 

 4) Bei einem Embryo von 50,0mm Lange findet sich die Rectaldruse auf der hin- 

 teren Flache des Spiraldarmes etwas nach kaudal hin geruckt. Sie ist in der Form oval, 

 was ihre Vollentwicklung zur Druse verrat. 

    5) Der Griffteil mundet in den Enddarm rechtswinklig zur Langsachse ein. 

 6) Zwischen dem Ventralteil und dem Dorsalteil entsteht eine Furche, welche die 

 Abgrenzung der beiden Teile ermoglicht. (Autoreferat)
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